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■ 安定なエステル結合を活性化する新反応 

■ 安価なニッケル触媒で反応が進行 

■ 反応機構の解明 

■ 反応のスケールアップも可能 

■ 幅広い基質一般性と医薬品への応用 

エステルを脱離基として用いる脱カルボニル型カップリング 

酢酸ニッケルは酢酸パラジウムより300倍も安価 

計算化学を駆使して新反応のメカニズムを解明 

種々のエステル化合物と有機ボロン酸が適用可能。 
複雑な構造をもつ医薬品にも適用可能。 

グラムスケールでも問題なく反応は進行 

 
 
 



 

 2 

2010

1

 

 

Z + B

Z = halogen

Nior

OPh

O
R

R NMe3OTfR N2BF4

R SR'R OR'

R Hal

Z = N, O, S Z = CO2Ph

Pd

R R RR

カップリング剤 有機ホウ素化合物 クロスカップリング化合物

Halogen = ハロゲン原子 
(I, Br, Cl, Fなど) 

エステル 
今回の結果 
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Ni(OAc)2 (5 mol%)
P(n-Bu)3 (20 mol%)
Na2CO3 (2.0 equiv)

toluene (0.25 M)
150 °C, 24 h

R (HO)2B R R R

エステル化合物 クロスカップリング化合物有機ボロン酸
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医薬品化合物 新しい医薬品候補分子 
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78% yield
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